
23 第４章－５ 鎌倉文化(１) (教p.113～116) 

 

１ 浄土宗の開祖は誰か。 

２ １が主張した，ひたすら念仏を唱えれば，死後は平等に極楽に往生できるという教えを

漢字４字で記せ。 

３ １の弟子で，浄土真宗の開祖は誰か。 

４ ３の教えである，煩悩の深い人間こそが阿弥陀仏の救おうとする対象であるという考

えを漢字４字で記せ。 

５ 時宗の開祖は誰か。 

６ ５がひろめた念仏帰依の所作で，時宗布教の有力手段を何というか。 

７ 法華宗の開祖は誰か。 

８ ７は何を唱えることによって救われると説いたか，漢字２字で記せ。 

９ 禅宗では，釈 の境地に近づくためにみずからをどのような方法で鍛錬すると主張し

ているか，漢字２字で記せ。 

10 栄西が南宋から伝えた禅宗の一派を答えよ。 

11 1246年に来日し，５代執権時頼が鎌倉に招いた南宋の禅僧は誰か。 

12 11を開山とし，５代執権時頼が鎌倉に建立した寺院を答えよ。 

13 ８代執権時宗の招きで，1279年に来日した南宋の禅僧は誰か。 

14 13を開山とし，８代執権時宗が鎌倉に建立した寺院を答えよ。 

15 道元が南宋から伝えた禅宗の一派を答えよ。 

16 道元が開山となった，越前国に建立された15の大本山を答えよ。 

17 戒律の復興につとめた法相宗の僧は誰か。 

18 戒律を重視し南都仏教の復興につとめたことで，「華厳宗中興の祖」といわれたのは誰

か。 

19 師の叡尊とともに，戒律重視だけでなく貧しい人びとや病人の救済・治療などの社会事

業にも献身した律宗の僧を答えよ。 

20 伊勢神道を形成した伊勢外宮の神職は誰か。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



補充・復習 

ア 浄土宗の開祖が九条兼実のもとめによって著した，浄土宗の教義を説いた書物を答え

よ。 

イ 京都東山に建立された浄土宗本山の寺院を答えよ。 

ウ 浄土真宗の開祖が迫害により流された地を，当時の国名で答えよ。 

エ 浄土真宗の開祖が著した浄土真宗の教典をあげよ。 

オ 浄土真宗の中心となった寺院をあげよ。 

カ 浄土真宗開祖の教えを中心とした，弟子の唯円が編纂した著書をあげよ。 

キ 栄西が旧仏教側の禅宗非難に対し，禅宗の本質を説いて反論した書物をあげよ。 

ク ２代将軍頼家の援助で，栄西が京都に建立し，のち，宗派の本山になった寺院をあげよ。 

ケ 禅の本質・規範を述べた道元の著書をあげよ。 

コ 道元の伝えた禅宗の特徴である，悟りの境地を体得するため，ただひたすら心を無にし，

無言の修行を重ねる行為を何というか。漢字４字で答えよ。 

サ 法華宗の開祖が他宗を非難し，国難到来を予言したことで流罪の一因となった書物を

あげよ。 

シ 法華宗の総本山をあげよ。 

ス 鎌倉新仏教のなかで，もっとも強く鎌倉幕府の支持を受けた宗派をあげよ。 

セ 律宗の僧が奈良に建てた，病人の救済施設を何というか。 

ソ 次の表の空欄に，鎌倉新仏教の開祖名を入れよ。(順不同) 

開 祖 開祖の活動時期 

〔        〕〔        〕 12世紀後半～13世紀初 

〔        〕〔        〕 13世紀前半 

〔        〕〔        〕 13世紀後半 

 


